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1．　 はじめに

　 日本周 辺 の 冬季 の 気候 を 予 測 し た Honda 　 et

aL（2009）は，夏季 〜 秋季 の 北極海 の 海氷面積が例年

よ り少 ない 場合，冬季 の 日本に低温偏差がもた らさ

れる こ とを示 した．また，Ogi　et　aL （2003）は，冬季

NAO 変動が 冬季の 海氷や積雪 に 影響 し，そ の 変動

が春季か ら夏季に か けて海氷や積雪に持続される こ

とを示 した．こ の こ とか ら冬季 NAO の 変動が，春

季か ら夏季の 北極海 の 海氷変動を通 じて 翌冬の 日本

の気候に影響を及ぼ し て い るの で は ない か と考え ら

れ る ．そ の よ うな研究は ほ とん ど存在 して お らず、
冬季 NAO か ら翌冬 の 大気循環場に至るメ カニ ズ ム

の 仮説 を提起 した。

　本 研 究 で は，冬季 NAO と翌 冬 の 大気循環場 と の

関係性 につ い て 検討 し，さらには見 出 した関係性 が

どの よ うなプ ロ セ ス で 関連す るの か 把握す るた め 、
メ カ ニ ズ ム に っ い て の 考察を行っ た ，

2． データ

　本研究 で は ，NCEP ！NCAR 再解析データ の ジオ ポ

テ ン シ ャ ル 高度 ・気温，HadlSST の 海氷密接度，海

面水温 を使用 した．対象期間は 1960年〜2010年 の

51 年間 と した ，

3． 研究手法

　冬季 NAO 変動が 翌冬の 日本の 気候とどの よ うな

関連性 があ る の か把握する た め ，冬季 NAO と翌冬
の 大気循環場 との 相関 関係 を調 べ た ．

　過去 の 論文に よ る北極海 の 海氷変動 が 関連す る メ

カ ニ ズ ム の仮説に つ い て検討 し，さらに他 の 海域 の

相互作用に よる遠隔的 な影響も考え られ るた め ， 海

面水温 が 関連す るメカ ニ ズ ム につ い ても検討 を行 っ

た．本研究 で は、エ ル ニ
ー

ニ ョ
・ラ ニ ーニ ャ に よ る

変動よ り も長 い 時間 ス ケ
ー

ル の 長周期変動を抽出す

る た め ，5 年以下 の ハ イ パ ス フ ィ ル ターと 5 年以上

の ロ
ーパ ス フ ィ ル タ

ー
を適用 し、 長周期 ・短周期変

動に分 けて解析 を行 っ た．

4． 解析結果

　冬季 NAO と翌冬の 大気循環場 と の 相関関係で は

WP パ ターン が現れ，NAO とWP は逆相関で あ っ た，

また ，
WP に よ る気温偏差を確認 で きた，つ ま り，

冬季 NAO が 正 の 時 ， 翌冬 に は WP の 負 が 現れ ，
日

本周辺 に低温 偏差を もた らす傾向があ る と 言 え る

（図．1），
　 しか し，冬季 NAO と翌冬に現れる WP の 関係 に

つ い て は，これま で に研究例がなく，そ の プ ロ セ ス

は 明らか に なっ て い ない ．冬季 NAO 変動か ら，ど

の ようなメ カ ニ ズ ム で 翌冬 に WP が 現れ，日本 の 冬

季の 気候に 影響が 及 ぶ の か を理解す るこ とが 重要 で

ある と考える ．

　冬季 NAO ・翌冬 WP の 長周期 ・短周期変動 と春季

（3 月
〜5 月）

・夏季 （6 月
〜8 月）の 北極海の 海氷 との

関係 を調べ た．する と，長周期変動の NAO ・WP の

場合 の み に 統計的有意性があ り、 短周期変動に は そ

の よ うな関連性 は見い だせなか っ た 、 冬季 の NAO
と春・夏季 の バ レ ン ツ海 の 海氷変動 は 逆相関 で あ り，
翌 冬 の WP と は 正 相関 で あ っ た．こ の こ とか ら，冬

季 NAO が正 の 場合，春 ・夏季 の バ レ ン ツ 海 の 海氷

は減少 し， 翌冬 の WP は負 とな る傾 向が気候 の 長期

変動 に は存在す る こ とが 理解で きる。

　他 の 海域 の 相互 作用に よ る遠隔的な影響よ り，
NAO が海面水 温 に 影響を及 ぼ し て い る の で は ない

か と考え られ る た め，海面水温 との 関係を調 べ た ．

す る と，短周期変動 の NAO ・W の 場合の み 統計的

有意性 があ り、長周期変動 に はそ の ような関連性 は

見 い だせ なか っ た 。 冬季 の NAO と， それに続 く夏

季〜冬季 （8 月
〜12 月）の東部熱帯太平洋域の 海面

水 温 は 逆相関 で あ り，翌 冬 の WP とは 正相関 で あ っ

た，こ の こ とか ら，冬季 NAO が 正 の 場合，夏季〜

冬季に は ラ ニ
ー

ニ ャ が 現れ，翌冬の WP は負と なる

傾 向 が 短周期変動成 分にはある こ とを示 した．

5． 考察 ・まとめ

　冬季 NAO 変動に よ り，翌冬に WP が現れるメ カ

ニ ズ ム と して ， 以下 に 2 通 りの経路を示す．

　
一

つ 目は，冬季 NAO の 長周期変動 に よ る ， 春 ・

夏季の バ レ ン ツ海 の 海氷変動を介 した ，北極 （高緯

度）経由 の も の で あ る．

　二 つ 目は，冬季 NAO の 短周期変動によ る，夏季
〜冬季 の 赤道付近 の 海面水温変動で あるエ ル ニ

ー
ニ

ョ
・ラ ニ

ー
ニ ャ を介 した，赤道 （低緯度）経由 の も

の で ある．Horel　anCl 　Wallace （1981）と Kodera （且998）
は ，冬季 に エ ル ニ

ー
ニ ョ が 現 れ た 場合 ，そ の 時 の

WP は正 とな り，日本周辺は低温偏差 とな る こ とを

示 した，しか し，冬季 NAO 変動 により，夏季〜冬

季に か け て ラ ニ ーニ ャ
・エ ル ニ ーニ ョ が現れ るとい

うこ とは ，
こ れ ま で に 研究例がなく，メ カ ニ ズ ム が

明 らか に なっ て い ない ，今後 こ の メ カ ニ ズ ム に 関 し

て さらな る解析を進めたい と考え る，
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図．1 冬季 NAO と 500hPA 面高度（左 ）、地 表面気温 （右｝の 相 関図

陰影 は 99％ ， 95％ ，
　9001． ， 80％ の 有 意 水準 の 領 城 を示 す 。
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